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My就活を振り返る 

 なぜ就職を決めたのか？ キャンパスの外を知りたい 
 日本語教師を目指していたものの、教員一家で育った自分は学校の外を知らないことに気づく 
 教師になっていいのか？広い社会を知らなくていいのかと、教壇に立つ自信がなくなり、思い切って就活 

就活  
↓ 

どこから？どうやって？ 
四季報？エントリシート？学力テスト？ 
黒装備（スーツ、バッグ、パンプス）用意 

髪を黒染め 
↓ 

そもそも何をやりたい？ 
 語学力を活かせる企業を選択軸に （日中経済交流の懸け橋にと夢見る） 
 業界は選ばず、日本語、中国語、英語を活かせると思われる企業に、かたっぱしからエントリーシート 70社程度 



My就活を振り返る  

 お祈りメールが届く日々 自己嫌悪に 
 最初一気にESを送った企業から、お祈りメールが続々届く 
 面接までこぎつけられたのは、その半分程度。不採用が続き、心が折れる 
 

SPI？ 

企業研究？ 

ES書き方？ 

自己PR？ 

手玉箱？ 

難しさ① 就活方法 
 就活に対する理解不足 
 就活の流れが分からない、日本独特の就活文化：一斉に就職活動をスタート 
  就活マナー色々、「みんな」と同じでないと！ 

  就活に関する情報量が少ない 
 業界・企業選びは手探り、留学生にフォーカスした就活支援のプラットフォームは 
  少ない、言語を活かす以外、企業選びの軸を決めるのに苦労 
 企業研究の難しさ、情報収集の方法による企業に対する勉強不足 

 留学生向けの求人情報が少ない 
 企業の募集要項の情報だけでは留学生に対する意欲、環境づくりが垣間見えても、 
 実際面接に行ってみた状況との乖離 

  学力テスト準備しきれない 
 学力検査に合格できないとスタートラインにも立てない。SPI、玉手箱など種類が多 
  すぎ、万国共通科目以外の問題に失敗 

OBOG訪問？ 
合同説明会？ 

難しさ② 尻に火がついている 

 留学ビザが切れるまで内定！無念帰国しないよう必死 
  焦り、ズタズタでも翌朝笑顔で面接に、必死、必死！メンタルケア必要、ビザの 
  猶予期間申請の手伝い等があれば利用したかった 

 

キャリア支援
センターに相

談？ 

難しさ③ 面接対策 

 市販面接対策本の鉄板回答をマネしたくない 
 集団面接、圧迫面接 
 なぜ日本にいたいのか？いつかは帰るでしょう？の正解は？ 

面接対策？ 

自問？ 



日系企業 VS 外資系企業  

 留学生の企業選びの傾向 
 
 グローバル展開している企業への志向が強い 
 大企業・有名企業への志向が強い 
 企業の将来性と自身のキャリアプランのマッチングを求める 

 

 外資企業部門採用担当として振り返る「日系VS外資系」 
 
日系企業の新人教育制度の整備状況に比べ、外資系企業は新人教育体制が行き届
いていない場合が多い 
 

日系企業の厳しい上下関係、仕事に関する様々な枠や制限に比べ、外資系企業は多
少の自由と新入社員にも差配やクリエイティブワークを与えられやすいと実感 

 
日系企業では仕事の土台をしっかり作ることに向き、外資系企業は枠を超えてもっと自分
でできる仕事を増やしたいことに向くが、同じ企業では叶わないのか 

 日系企業 
 大企業程日本語力を求める 
 上下関係厳しく、若手は支店や地方で3年経験積むなど 
 グローバル展開が少数、将来的には母国や違う国に異動できない 
                  など 
 
 

 留学生が外資系企業を志望する理由 
・日系企業の文化に向かないから 
・外資系は外国人留学生を受け入れられやすい 
・自由そう、ゆるそう 
・日本語より英語重視 
・留学生の年齢、バックグランド 
・一斉就活のスケジュールに乗らなくても良い 
 
 外資系企業採用も強化  
 
 「外資就活ドットコム」等、リクナビ、マイナビ就活
媒体も留学生支援、外資系企業就活支援 

 留学生：日本人新卒と同じ就活を行う枠に 
        嵌める派と自己流 
 留学生同士の口コミで広がる就活 

 



Ｓｈ 
 

提言 キャリアについての考え方 

留学生へ 
 まずは企業への職場体験・インターンシップ（企業側も、学生側もお互いを理解する期間を設
けるチャンス） 

 
 「外国人が辞めない会社 キャリアの道筋示しチャンスを」 
  日経電子版のNikkei Styleのキャリアコラムで記事が掲載 
  就職、転職を経験して、「何をしたいのか、どうなりたいのか」は常に考えなければならない課題 
 
 自分のキャリアプランは今後も日本にあるのか、10年後20年後のイメージはどの程度日本で
描けるのかを考える 
 

 自分と向き合い、就活を通じて「自分」について考える 
 

支援側へ 
 大学のキャリア支援センターの留学生サポートを強化、そして利用を呼び掛ける（一般常識
やビジネス会話の学習アドバイス、エントリーシートや履歴書の修正の手助け） 
 

 留学生に対する支援は企業研究の情報収集への手助けにフォーカス 
 

 目下内定を得ることはもちろん、留学生の考えに寄り添うことと、入社後の進路やキャリアプ
ランにも有益な情報を提供すべき 


